
平
成
20
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル 

５
年
連
続
文
部
科
学
大
臣
賞 

平
成
20
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

〈
主
催
（
財
）
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
〉
に
お
い
て
、

本
市
か
ら
出
品
し
た
自
作
教
材
の
う
ち
、
今
年
度
も
５

年
連
続
と
な
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
は
じ
め
２
つ
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
式
は
、
９
月
19
日

（
金
）
に
東
京
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。 

【
小
学
校
部
門
】 

●
文
部
科
学
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
） 

「
自
然
が
育
て
る
お
い
し
い
お
茶 

―
宮
崎
茶
の
こ
だ
わ
り
―
」 

岡
崎
市
自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｃ
班 

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 
 

岡
崎
市
の
宮
崎
地
区
で
は
、
四

百
年
以
上
前
か
ら
お
茶
作
り
が
続

け
ら
れ
て
き
た
。
梅
村
芳
正
さ
ん

は
、
飲
む
人
の
健
康
を
考
え
、
無

農
薬
・
有
機
栽
培
で
お
茶
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
納
得
の
い
く

お
茶
が
で
き
る
よ
う
に
、
香
り
や

手
触
り
を
確
か
め
な
が
ら
、
気
を

抜
か
ず
に
作
業
を
続
け
る
梅
村
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
や
考

え
方
を
、
丹
念
に
描
い
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
お
茶
の

で
き
る
ま
で
の
行
程
も
、
映
像
で
て
い
ね
い
に
説
明
し

て
お
り
、
小
学
校
の
教
材
と
し
て
よ
く
で
き
た
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。 

●
入
選 

「
パ
ン
工
場
で
は
た
ら
く
人
び
と
」 

岡
崎
市
自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｂ
班 

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 
 

 
 

郷
土
読
本
「
お
か
ざ
き
」
に
新
し
く
掲
載
さ
れ
る
内

容
を
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。
パ
ン
工
場
を
見
学
し

た
い
と
思
っ
て
も
、
衛
生
管
理
上
実
際
に
は
見
学
を
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
ビ
デ
オ
の
視
聴
を
通
し
て
実
体
験

に
近
い
学
習
が
で
き
、
パ
ン
が
作
ら
れ
る
過
程
と
共
に
、

パ
ン
作
り
の
工
夫
や
努
力
を
、
現
場
の
様
子
や
働
く

人
々
の
声
か
ら
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。 

平
成
19
年
度
岡
崎
市
教
育
研
究
大
会 

 

９
月
２
日
（
火
）
、
藤
川
小
学
校
で
岡
崎
市
教
育
研
究

大
会
の
学
習
情
報
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。
助
言
者
に

名
古
屋
大
学
大
学
院
の
大
谷
尚
教
授
を
お
迎
え
し
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
豊
か
な
学
び
と
メ
デ

ィ
ア
利
用
の
あ
り
方
を
追
究
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

熱
心
な
報
告
や
討
議
が
行
わ
れ
た
。 
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視
聴
覚
用
語 

『
フ
ル
Ｈ
Ｄ
』 

 

高
解
像
度
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
（
Ｈ
Ｄ
Ｔ
Ｖ
）
の
う
ち
、
走
査
線

１
０
８
０
本
以
上
の
最
も
解
像
度
が

高
い
方
式
で
、
一
般
的
に
は
、
フ
ル

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
既
存

の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
と
同
じ
走
査
線

５
２
５
本
の
方
式
を
Ｓ
Ｄ
、
７
２
０

本
、
１
０
８
０
本
の
方
式
を
Ｈ
Ｄ
（
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
言
う
。

  

助
言
者
の
大
谷
先
生
か
ら
、
一
人
一
人
に
丁
寧
な
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
い

た
だ
い
た
。 

 

発
表
さ
れ
た
11
点
の
リ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
分
類
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

・
映
像
を
介
し
て
言
葉
が
豊
か
に
な
る
、
自
分
の
体
験

を
言
語
化
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
。 

・
い
じ
め
が
ケ
ー
タ
イ
に
よ
り
、
や
り
や
す
い
状
況
に

あ
る
。
当
た
り
前
に
正
し
く
使
え
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
は
家
庭
で
の
教
育
だ
が
、
学

校
が
そ
れ
を
支
援
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
だ
。 

・
北
中
学
校 

 
 

森 
 

竜
師
先
生 

・
井
田
小
学
校 

 

内
田 

雅
之
先
生 

「
ケ
ー
タ
イ
を
通
し
て
『
情
報
モ
ラ
ル
』
を
学
ぶ
」 

「
映
像
制
作
を
通
し
て
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー 

④
放
送
番
組
や
映
像
制
作
と
い
っ
た
情
報
発
信
活
動
を

通
し
て
表
現
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
研
究
（
４
点
） 

③
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
（
１
点
） 

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
電
子
黒
板
を
利
用
し
て
学
習
効

果
を
上
げ
る
研
究
（
２
点
） 

①
学
習
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
に
よ
り
学
習
効
果
を
上

げ
る
研
究
（
４
点
） 

な
お
、「
父
母
と
教
師
の
教
育
を
語
る
会
（
県
教
研
）
」

に
は
、
次
の
二
名
が
推
薦
さ
れ
た
。 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
」 



 

い
よ
い
よ
制
作
開
始
。
「
何
を
ニ
ュ
ー
ス
に
し
よ
う

か
な
」
、
「
Ｂ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
紙
工

作
の
こ
と
が
い
い
！
」
と
い
う
こ
と
で
制
作
に
取
り
か

か
っ
た
。
分
か
り
や
す
い
原
稿
作

り
、
伝
わ
り
や
す
い
話
し
方
の
練

習
な
ど
、
時
間
は
か
か
っ
た
が
、

本
番
に
向
け
て
、
意
欲
は
ど
ん
ど

ん
高
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
、
い
よ

い
よ
収
録
開
始
。
テ
イ
ク
１
後
、

「
あ
れ
、
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な

い
」「
声
が
聞
こ
え
な
い
」
と
修
正
点
を
Ａ
、
Ｂ
が
見
つ

け
た
。
再
度
、
練
習
し
て
、
テ
イ
ク
２
。
Ａ
の
顔
に
は

満
面
の
笑
み
。
こ
う
し
て
収
録
さ
れ
た
ビ
デ
オ
が
、
放

映
さ
れ
た
。
全
校
児
童
か
ら
感
想
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

Ａ
は
、
以
前
か
ら
校
内
放
送
で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す

る
こ
と
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
特

別
支
援
学
級
の
子
供
た
ち
が
言
語
力
を
伸
ば
し
、
表
現

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
題
材
は
な
い
か
、
本
学
級

の
子
供
た
ち
が
全
校
で
活
躍
で
き
る
場
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
。
そ
こ
で
校
内
放
送
を
利
用
し
た

「
五
・
六
組
ニ
ュ
ー
ス
」
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。 

 

二
学
期
が
始
ま
り
、
「
ま
た
ニ
ュ
ー
ス
、
や
ろ
う
ね
」

と
Ａ
が
語
る
。
子
供
た
ち
が
ど
ん
な
力
を
発
揮
す
る
か

楽
し
み
で
も
あ
り
、
課
題
で
も
あ
る
。 

＝
実
践
報
告
＝ 

言
語
力
を
伸
ば
し
、
表
現
力
を
高
め
る
校
内
放
送 

Ａ
の
声
が
校
内
に
響
き
わ
た
り
、
テ
レ
ビ
画
面
に
は
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
き
っ
た
Ａ
の
顔
が
映
っ
た
。 

「
こ
ん
に
ち
は
、
五
・
六
組
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
で
す
。
」 

北
野
小
学
校 

 

兼
松
ゆ
か
り 

川
﨑
志
保
子 放映中の５,６組ニュース

 

し
か
し
、
匿
名
性
を
利
用
し
て
、
心
無
い
書
き
込
み

を
し
た
り
、
画
像
な
ど
を
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
へ
投
稿
し

た
り
す
る
も
の
が
い
る
な

ど
、
問
題
は
大
き
く
、
学

校
教
育
の
場
で
の
情
報
モ

ラ
ル
の
指
導
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。 

 

近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る
無
料
Ｈ
Ｐ
や
プ
ロ
フ
、
ブ

ロ
グ
。
生
徒
た
ち
の
間
で
は
、
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

 

そ
こ
で
、
「
Ｏ
Ｋ
リ
ン

ク
」
の
「
ｗ
ｅ
ｂ
教
材
」

に
あ
る
『
Ｎ
ｅ
ｔ
モ
ラ

ル
』
を
勧
め
た
い
。
こ

の
ソ
フ
ト
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
う
際
の
モ
ラ
ル

を
考
え
て
い
く
た
め
の

ソ
フ
ト
で
あ
る
。
情
報

モ
ラ
ル
と
い
う
と
、
ど

の
よ
う
に
授
業
を
や
れ

ば
い
い
か
難
し
く
考
え

て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
こ
の
ソ
フ
ト
に
は
、
項
目
ご
と

に
指
導
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
あ
り
、
授
業
で
流
す
映

像
も
付
い
て
い
る
の
で
、
誰
で
も
簡
単
に
情
報
モ
ラ
ル

の
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝ 

難
し
く
な
い
『
Ｎ
ｅ
ｔ
モ
ラ
ル
』 

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
ツ
ー
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。 

（
城
北
中
学
校 

学
習
情
報
主
任 

今
井
丈
晴
） 

 

こ
の
映
画
祭
は
、
子
供
が
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
を
使
っ
て

映
像
作
品
を
作
り
、
そ
の
映
像
を
通
し
て
自
ら
の
思
い

を
伝
え
る
全
国
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
技
術
を
競
う

の
で
は
な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
重
視
し
た
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
ぜ
ひ
、
学
校
や
家
庭
で
お
取
り
組
み
く
だ
さ

い
。 

 

学
生
（
子
ど
も
）
映
画
祭I

N

い
ぶ
す
き
実
行
委
員
会 

 

10
月
15
日
（
水
） 

 

は
自
由 

●
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ピ
ー
機 

●
学
生
（
子
ど
も
）
映
画
祭I

N

い
ぶ
す
き 

作
品
募
集 

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
同
時
に

９
枚
ま
で
コ
ピ
ー
可
能
な
デ

ュ
プ
リ
ケ
ー
タ
ー
（
写
真
左
）

を
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

お
い
て
利
用
で
き
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
解
さ
ず
コ

ピ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
，
手
軽
に
利
用
で
き

ま
す
。
文
化
祭
や
学
芸
会
が
近
づ
く
こ
の
時
期
に
、
配

布
用
の
デ
ィ
ス
ク
作
成
等
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
（
著

作
権
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
） 

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

◆
応
募
規
定 

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
３
分
以
内

の
作
品
で
、
１
作
者
（
１
団
体
）
に
つ

き
１
点
の
み 

◆
作
品
の
テ
ー
マ
・
題
材 

◆
応
募
締
切 

 

（
デ
ュ
プ
リ
ケ
ー
タ
ー
）
の
ご
利
用
を
！ 

h
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